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北病棟チームカンファレンス記録

平成２１年　２月　６日　（金）

司会　小泉　彰　　　　記録　藤原　英佳

	藤　原

（香）
	市　島
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（英）
	沢　田
	滝　田
	小　泉
	岩　藤
	中　田
	
	

	深夜
	公休
	○
	準夜
	年休
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	加　藤
	木　村
	田　村
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	佐々木

	深夜
	○
	○
	公休
	欠勤
	業務
	学校
	学校
	学校
	学校


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・コピー機1月分使用枚数の集計表が送付されています。

北病棟は先月対比でトータル枚数は減っています（－14枚）

未記載をなくすと共に節約していきましょう。
＜患者様連絡事項＞

・戸賀沢　潔様～通所利用者様への借金（6千円）について青明舎より情報提供がありました。入院する当日朝に6千円貸したとのことです。
主治医へ情報提供する事としています。また、スタッフ付き添い

にて外出した際には利用者様等との接触状況に留意するように

　　　　　　　　しましょう。

・蛯名　勝幸様～2/7（土）10:30～2/8（日）17:00　御家族（母）見舞い目的にて

外泊希望があり許可となっています。

・駒木　洋士様～2/7（土）8:20～17:00　図書館利用目的にて外出希望があり

　　　　　　　　許可となっています。

※期末発注希望について

　・本（現在漫画本のみが病棟にあるので他のジャンルの本があった方が良い。）

　・スタッフ管理している患者様の金銭管理用の金庫又はロッカー

＜SSTミーティング＞

先週は各グループ1月の短期目標評価を行っています。

・Aグループ～以前よりも目標をしっかり覚えているように感じられます。又　

　　　　　　　自主的に発表も聞かれスムーズに進行しています。出来た点と

　　　　　　　出来なかった点を発表して頂き、出来た所は継続し出来なかった

　　　　　　　所は来月の目標に取り入れてみてはどうか提案と促しをしています。

・Bグループ～殆どの方が目標を忘れておらず、評価もスムーズに行っています。

　　　　　　　各自それ程高い点数ではないが、出来た点・出来なかった点は

　　　　　　　分かっている様子でした。

・Cグループ～順番に手を挙げて頂いています。40～100点とそれぞれ評価し、

　　　　　　　マイナス点なども自ら話す事が出来ています。

　　　　　　　点数が良かった方は次回は目標を変えるように伝えています。

・Dグループ～目標について覚えていない方5名おり、他者よりメモをするよう

　　　　　　　進められている事に対し「メモをあてにすると余計ボケる。」と

　　　　　　　話されているもわからない時はスタッフにメンバー同士で普段から

　　　　　　　声を掛け合っても良いのでは？との声聞かれています。

※明日（2/7）は短期目標設定です。外出泊予定の方にも短期目標を確認して

　いきましょう。

＜担当業務進捗状況報告＞

・社会復帰支援：3月に日常生活能力評価を実施予定しています。

・疾病/服薬：今年度より点眼薬、点鼻薬の自己管理を導入しています。管理状況

　　　　　　 の評価を実施していきます。　

・ナイトプログラム：1月より小グループプログラムの実施テーマを設定しています。

　　　　　　　　　参加メンバーからは肯定的な評価を頂いています。年度末に

　　　　　　　　　実施評価を行う事としています。

＜注目患者様ケア検討＞

・柳杭田　かつ子様～先月と比較し体重が1.5kg減少しています。食事摂取状況は　　　　　
　　　　　　　　　　時に介入を要しますが良好です。今後間食について糖分を

　　　　　　　　　　控える事を念頭に摂取量の調整を行っていく事としています。

・佐藤　良圀様～約3週間で1万数千円を使っています。レシートを保管する事は

　　　　　　　　なく、内訳を把握出来ていません。また、御家族へ連絡を取って　

　　　　　　　　いますが内容は金銭を要求しているものと思われます。昨日も

　　　　　　　　御家族より少額（1,500円）受け取り、本日午前に買い物へ

　　　　　　　　外出しています。元来の金銭管理に対する認識に加え、気分障　　害による浪費傾向も背景にあると考えられます。今後の金銭　　

　　　　　　　　管理状況の評価とケアを検討していきましょう。

＜猪俣Dr診察状況報告・ケース検討＞

・駒木　洋士様～今週も尿失禁あり、水分や嗜好品（コーヒー）摂取が多かった

　　　　　　　　事を振り返る事が出来ています。尿失禁自体ではなくその原因

　　　　　　　　に焦点をあてた上で洞察を促し、対処方法について介入して　

　　　　　　　　いきましょう。診察時、寝違えて背部痛があるとの事で、

「病院でビタミン剤を出して貰えないか？」と話しています。担当医より効能は期待できない旨説明を受け了解示しています。疲労感はある様子ですので外出状況の観察・確認と併せ、適度な休養等の自己対処について介入していきましょう。

・蛯名　勝幸様～今週末の外泊訓練より目標設定とその評価表を作成し本人に

　　　　　　　　振り返って頂く事にしています。本人へは担当スタッフから説明

　　　　　　　　する事としています。診察時、肘の腫脹について他科受診の

希望があり、病棟日課及びプログラムへの支障が少ない火曜日に

　　　　　　　　受診とし担当医より許可が出ています。外泊の際御家族へも情報

　　　　　　　　提供する事としています。また、就床前薬（ハルラック）につい

　　　　　　　　て「飲んでもスーと眠れない。いらないのでは。」と話して

　　　　　　　　います。2/11（水）定期薬より服薬調整（ハルラック止め）

　　　　　　　　予定としています。外泊状況及び疲労感についての確認と

　　　　　　　　気分変動、生活リズムの変化について観察・確認していき

　　　　　　　　ましょう。

















































